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企画に当たって

識者に問う

不確実性が高まっている現代において、
創造性は、その時々の状況に柔軟に適応する上で不可欠な要素である。
来るべき未来に適応できる創造的思考力をいかに育むかを探った。
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世界が大きく変化し、不確実性が高

まっている現代において、創造性は

その時々の状況に柔軟に適応する上

で不可欠な要素と言われている。創

造性を育むためには、ユニークな才

能を開花させる教育システムを醸成

させなければならない。

果たしてデジタル技術の活用が、そ

の役割を担えるのか。広範な視点か

らの考察が必要だ。

創造的思考力とはどのような能力か。

創造的思考力を育むために、デジタ

ル技術をどのように活用すべきか。

研究者や教育者、教育ライターに聞

いた。

AI時代に求められる
子どもの創造性



企
画
に
当
た
っ
て

A B O U T  T H I S  I S S U E

A
I
時
代
に
求
め
ら
れ
る

子
ど
も
の
創
造
性

―
生
成
A
I
を
教
育
者
で
は
な
く
、
教
育
資
源
と
し
て
活
用
す
べ
き

教
育
現
場
で
生
成
Ａ
Ｉ
を
い
か
に
活
用
す
べ
き
か
。
Ａ
Ｉ
時
代
に
求
め
ら
れ
る
子
ど
も
の
能
力
と
は
何
か
。ChatGPT

の
話
題
ば
か

り
が
先
行
す
る
が
、学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ
り
、小
中
学
校
で
は
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」、高
校
で
は
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

が
必
修
化
さ
れ
て
い
る
。
多
様
な
実
践
が
各
地
の
学
校
が
試
み
ら
れ
る
中
で
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
子
ど
も
の
創
造
性
に
ほ
か
な

ら
な
い
。

予
測
困
難
な
時
代
に
必
要
な
創
造
的
思
考
力

子
ど
も
向
け
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
で
あ
るScratch

を
開
発
し
た
Ｍ
Ｉ
Ｔ
メ
デ
ィ
ア
ラ
ボ
教
授
の
ミ
ッ
チ
ェ
ル
・
レ
ズ
ニ
ッ

ク
氏
は
、
創
造
的
思
考
と
は
自
分
や
社
会
に
と
っ
て
価
値
の
あ
る
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
能
力
で
あ
る
と
い
う
。
変
化
が
激
し
い
現
代
に

お
い
て
、
予
測
が
難
し
い
状
況
に
対
応
す
る
に
は
、
創
造
的
な
思
考
と
革
新
的
な
解
決
策
を
生
み
出
す
能
力
が
求
め
ら
れ
る
。
レ
ズ
ニ
ッ

ク
氏
が
創
造
的
な
学
び
の
四
原
則
と
し
て
示
す
の
は
、「Projects

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」「Passion

（
情
熱
）」「Peers

（
仲
間
）」「Play

（
遊

び
）」
の
４
Ｐ
で
あ
る
。
日
常
生
活
に
お
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
見
出
し
、
そ
れ
を
や
り
た
い
と
思
い
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
他
者
と
共

有
し
て
行
い
、
何
よ
り
遊
び
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
、
子
ど
も
た
ち
が
指
示
を
受
け
る
た
め
の
道
具
で
は
な

く
、
自
ら
探
求
し
、
試
行
し
、
表
現
す
る
場
を
提
供
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

求
め
ら
れ
る
教
育
の
転
換
と
デ
ー
タ
の
標
準
化

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
教
授
の
石
戸
奈
々
子
氏
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
は
、
教
育
情
報
化
の
過
程
で
環
境

整
備
の
面
に
お
い
て
後
進
国
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
デ
ジ
タ
ル
環
境
、
機
器
が
一
気
に
整
備
さ
れ
、

「
一
人
一
台
」
体
制
が
前
倒
し
で
実
現
し
、
先
進
国
と
な
っ
た
。
と
は
い
え
、
創
造
力
を
広
げ
る
「
つ
く
る
」
で
の
活
用
は
ま
だ
ま
だ
不

十
分
で
あ
る
。
今
後
、
学
校
で
の
学
び
を
ど
う
変
え
て
い
く
か
が
鍵
と
な
る
が
、
今
や
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
を
使
う
こ
と
で
、
教
科
を
横

断
す
る
超
個
別
学
習
が
可
能
と
な
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
で
学
習
履
歴
を
す
べ
て
蓄
積
で
き
る
た
め
、
試
験
を
す
る
必
要
も
な
く
な
る

と
石
戸
氏
は
い
う
。
一
五
〇
年
間
変
わ
ら
な
か
っ
た
教
育
を
、
コ
ロ
ナ
禍
と
生
成
Ａ
Ｉ
と
い
う
二
大
社
会
実
験
を
経
た
今
こ
そ
転
換
す
べ

き
だ
ろ
う
。

課
題
は
、
小
・
中
・
高
・
大
の
間
で
教
育
デ
ー
タ
を
連
携
さ
せ
る
こ
と
だ
と
指
摘
す
る
の
が
、
教
育
ラ
イ
タ
ー
・
編
集
者
の
相
川
い
ず

み
氏
で
あ
る
。
現
状
で
は
、
進
学
の
た
び
に
学
び
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
て
し
ま
い
、
生
徒
ご
と
の
学
び
の
成
果
が
蓄
積
さ
れ
な
い
。
こ
れ
に

対
し
、
教
育
デ
ー
タ
を
も
っ
と
標
準
化
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
継
続
し
て
学
ぶ
こ
と
を
後
押
し
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用
す
れ
ば
、
失
敗
し
て
も
何
度
で
も
挑
戦
で
き
る
。「
あ
な
た
の
未
来
は
自
分
で
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
／
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
教
授

宇
野
重
規
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KEY
WORDS

教
育
現
場
で
の
生
成
A
I
の
活
用
、
レ
ズ
ニ
ッ
ク
教
授
の
4
P
、
好
奇
心
を
駆
動
力
に
、

社
会
全
体
で
考
え
る
必
要
性

な
く
、
子
ど
も
が
挑
戦
す
る
た
め
の
教
育
資
源
と
し
て
こ
そ
活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
子
ど
も
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
成
長
し
、
そ

れ
を
支
え
る
仕
組
み
や
体
制
を
ど
う
整
備
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
社
会
全
体
で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

宇
野
重
規
（
う
の
・
し
げ
き
）

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
。
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
教
授
。
東
京
大
学
博
士
（
法
学
）。
専
門
は
政
治
思

想
史
、
政
治
哲
学
。

だ
か
ら
未
来
を
良
く
し
よ
う
」（
映
画
『
バ
ッ
ク
・
ト
ゥ
・
ザ
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
３
』）
を
実
現
し
た
い
。

学
び
の
転
換
に
伴
い
、
変
化
す
る
教
師
の
役
割

重
要
に
な
る
の
は
、
や
は
り
教
師
の
役
割
で
あ
る
。
放
送
大
学
学
園
次
世
代
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
り
、
小
中
学
校
の
実
践

研
究
の
指
導
・
助
言
に
も
数
多
く
あ
た
っ
て
き
た
中
川
一
史
氏
は
、
子
ど
も
の
思
い
・
考
え
や
振
る
舞
い
を
見
取
る
こ
と
に
加
え
、
励
ま

す
、
褒
め
る
、
寄
り
添
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
教
科
の
体
系
的
な
ね
ら
い
（
縦
糸
）
だ
け
で
な
く
、
教
科
領
域
横
断

的
な
力
（
横
糸
）
を
意
識
す
る
こ
と
も
重
要
に
な
る
。
創
造
的
思
考
力
と
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
横
糸
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
ス
タ
ー
ト
時
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
「
使
っ
て
み
よ
う
」、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ら
で
は
の
使
い
方
を
追
究
す
る
」
を
経
て
、「
児
童
生
徒
自

ら
が
適
切
な
活
用
法
を
判
断
」
し
「
新
た
な
学
び
の
ス
タ
イ
ル
を
模
索
」
す
る
探
究
の
学
び
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

千
葉
県
柏
市
立
大
津
ケ
丘
第
一
小
学
校
校
長
の
佐
和
伸
明
氏
も
ま
た
、
現
場
で
教
師
の
役
割
が
「
教
え
る
」
こ
と
か
ら
、
生
徒
の
学
び

を
励
ま
し
、
支
援
す
る
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
指
摘
す
る
。
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
学
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
現

在
、
教
師
が
す
べ
て
を
教
え
る
必
要
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
求
め
ら
れ
る
の
は
、
子
ど
も
に
委
ね
、
子
ど
も
が
自
ら
学
び
、
探
究

す
る
場
を
提
供
す
る
授
業
デ
ザ
イ
ン
力
で
あ
る
。
あ
る
べ
き
教
育
の
姿
に
つ
い
て
保
護
者
や
地
域
と
対
話
を
重
ね
る
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。

こ
の
過
程
を
通
じ
、
い
か
に
子
ど
も
の
創
造
性
へ
の
自
信
（
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
コ
ン
フ
ィ
デ
ン
ス
）
を
高
め
、「
持
続
可
能
な
社
会
の

創
り
手
」
へ
と
成
長
さ
せ
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

生
成
Ａ
Ｉ
は
決
し
て
万
能
で
は
な
い
。
利
用
の
仕
方
を
間
違
え
れ
ば
、
教
育
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
固
定
化
し
、
む
し
ろ
子
ど
も
の
主
体
性

を
制
約
す
る
危
険
性
さ
え
あ
る
。
あ
く
ま
で
子
ど
も
が
教
師
の
支
援
や
仲
間
と
の
協
力
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
好
奇
心
を
駆
動
力
に
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ベ
ー
ス
で
創
造
的
思
考
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
Ａ
Ｉ
が
子
ど
も
た
ち
に
指
示
を
与
え
る
教
育
者
と
な
る
の
で
は
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識　者　に　問　う

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

創
造
的
思
考
力
と
は

ど
の
よ
う
な
能
力
か
。

創
造
的
思
考
力
を

育
む
た
め
に
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を

ど
の
よ
う
に
活
用
す
べ
き
か
。

創造性のプライオリティを高め、
テクノロジーで学びを転換

慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科 教授石戸奈々子

評価軸の多様化、新しい社会創造、生成 AI

創造的思考力の育成に必要な
教師の役割とは

放送大学学園 次世代教育研究開発センター長中川一史

横糸を意識、課題に関するワールドを作る、口出しをしない

子だけでなく、親もデジタル体験できる
「ラボ」を拡大しよう

教育ライター／編集者相川いずみ

「一から十」という創造性、教育データの標準化、デジタルリテラシーの向上

プロジェクト、情熱、仲間、遊び
―創造的思考力を育むための鍵

マサチューセッツ工科大学メディアラボ 教授ミッチェル・レズニック

創造的な学びの基本原則、創造的な学びのスパイラル、教育エコシステム

千葉県柏市立大津ケ丘第一小学校 校長佐和伸明
教師と保護者の意識改革を促し、
クリエイティブ・コンフィデンスを育む

正解が一つではない問い、授業デザイン力、持続可能な社会の創り手

インタビュー実施：2024 年 10 月～11 月
聞き手：�井上敦（NIRA 総研主任研究員）、川本茉莉（NIRA 総研主任研究員）、ジョ

ナサン・ウェブ（NIRA 総研研究コーディネーター・研究員）、羽木千晴（NIRA
総研在外嘱託研究員）
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識
者
に
問
う

創
造
的
思
考
力
と
は
Ͳ
の
よ
う
な
ೳ
力
͔
Ố
創
造
的
思
考
力
を
育
む
ͨ
め
に
、
デ
ジ
タ
ル
ٕ
ज़
を
Ͳ
の
よ
う
に
׆
༻
͢
΂
き
͔
Ố

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が ಡ 者 に ਪ ન す る ̍ ࡭

プ
ロ
ジ
ェク
ト
、
情
熱
、
仲
間
、
遊
び

―
創
造
的
思
考
力
を
育
む
た
め
の
鍵

ミ
ッ
チ
ェル
・

レ
ズ
ニッ
ク

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学

メ
デ
ィ
ア
ラ
ボ
教
授

造
的
思
考
と
は
、
自
分
や
社
会
に
と
っ
て
価
値
の
あ
る
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
能
力
だ
。
変
化
の
激

し
い
現
代
で
は
、
不
確
実
な
状
況
や
予
測
困
難
な
出
来
事
に
対
応
す
る
た
め
に
、
創
造
的
に
考
え
、

革
新
的
な
解
決
策
を
生
み
出
す
力
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

創
造
性
は
興
味
の
あ
る
こ
と
に
取
り
組
む
中
で
生
ま
れ
る
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
取
り
組
む
情
熱
を
深
め
る

た
め
の
新
た
な
ツ
ー
ル
と
な
る
。
例
え
ば
、
私
た
ち
が
開
発
し
たScratch

やOcto
Studio

と
い
っ
た
デ

ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
は
、
子
ど
も
た
ち
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
双
方
向
性
の
あ
る
物
語
や
、
ゲ
ー
ム
、
ア
ニ
メ
を

自
由
に
作
成
し
共
有
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
世
界
中
で
一
億
人
以
上
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

ツ
ー
ル
の
特
徴
は
、
子
ど
も
た
ち
が
仲
間
と
共
に
作
成
し
、
実
験
し
、
協
力
で
き
る
点
に
あ
る
。
こ
の
手
法

は
、
私
た
ち
の
創
造
的
な
学
び
の
基
本
原
則
―「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
情
熱
」「
仲
間
」「
遊
び
」―
を
反
映
し

て
い
る
。
こ
の
四
つ
の
原
則
は
、
創
造
的
な
潜
在
能
力
を
育
む
の
に
最
も
効
果
的
な
方
法
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
創
造
的
思
考
の
重
要
性
を
理
解
す
る
人
が
少
な
い
こ
と
が
、
創
造
的
思
考
力
を
育
成
す
る
上
で

課
題
で
あ
る
。
教
師
や
親
は
、
試
験
の
点
数
で
は
な
く
、
子
ど
も
が
創
造
的
で
探
究
心
に
富
み
、
思
い
や
り

と
協
調
性
を
持
っ
た
人
に
成
長
す
る
こ
と
を
重
視
す
べ
き
だ
。
こ
れ
ら
の
特
性
こ
そ
が
、
仕
事
で
成
功
し
、

地
域
社
会
に
貢
献
し
、
有
意
義
で
充
実
し
た
人
生
を
送
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

創
造
性
の
発
達
を
評
価
す
る
の
が
難
し
い
点
も
課
題
だ
。
定
量
的
な
方
法
で
は
な
く
、
子
ど
も
が
時
間
を

か
け
て
作
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
多
様
性
を
観
察
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
そ
れ
が
発
達
を
示
す
指
標
と
な
る
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
は
、
子
ど
も
た
ち
が
指
示
を
受
け
る
た
め
の
道
具
で
は
な
く
、
自
ら
探
求
し
、
試
行
し
、

表
現
す
る
場
を
提
供
す
る
も
の
だ
。「
創
造
的
な
学
び
の
ス
パ
イ
ラ
ル
」、
つ
ま
り
想
像
、
創
造
、
遊
び
、
共

有
、
振
り
返
り
を
体
験
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
べ
き
だ
。
創
造
活
動
に
没
頭
す
る
子
ど
も
た
ち
に
は
、
振
り

返
り
に
助
け
が
必
要
な
場
面
も
あ
り
、
大
人
は
質
問
し
た
り
、
振
り
返
り
を
促
し
て
創
造
性
を
支
援
で
き
る
。

創
造
性
を
育
む
に
は
、
生
徒
と
教
育
に
関
わ
る
大
人
を
含
む
教
育
エ
コ
シ
ス
テ
ム
全
体
の
協
力
が
不
可
欠

だ
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
、
設
計
と
活
用
次
第
で
そ
の
教
育
的
価
値
を
発
揮
す
る
。
例
え
ば
、
子
ど
も
た
ち
が

ツ
ー
ル
を
利
用
す
る
「
ス
ク
リ
ー
ン
・
タ
イ
ム
」
を
短
縮
す
る
よ
り
も
、
創
造
性
の
時
間
を
最
大
化
す
べ
き

だ
。
絵
や
物
語
、
ブ
ロ
ッ
ク
遊
び
や
歌
作
り
な
ど
の
創
造
活
動
は
、
新
し
い
技
術
な
し
で
も
で
き
る
が
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
は
創
造
や
共
有
、
学
び
の
幅
を
広
げ
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

創創
造
的
な
学
習
体
験
を
実
現
す
る
技
術
の
開
発
と
活
動
に
情
熱
を
注
ぐ
。Lifelong

Kindergarten

研
究
グ
ル
ー
プ
を
主
導
し
、Scratch

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
モ
バ
イ
ル
ア
プ
リOcto

Studio

等
を
開
発
。
Ｌ
Ｅ
Ｇ
Ｏ
社
と
協
力
し
、
教
育
ア
イ
デ
ア
や
製
品
開

発
に
も
取
り
組
む
。
低
所
得
層
の
若
者
に
向
け
た
放
課
後
学
習
セ
ン
タ
ー
の
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
共
同
設
立
。
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
教
育
実
践
賞
を
受
賞
し
た
『
ラ
イ
フ
ロ
ン
グ
・
キ
ン
ダ
ー
ガ
ー
テ
ン
―
創
造
的
思
考
力
を

育
む
四
つ
の
原
則
』（
日
経
Ｂ
Ｐ
、
二
〇
一
八
年
）
等
、
著
書
多
数
。

ミ
ッ
チ
ェ
ル
・
レ
ズ
ニ
ッ
ク
（M

itchelResnick

）
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識 者 が ಡ 者 に ਪ ન す る ̍ ࡭

創
造
性
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
高
め
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
学
び
を
転
換

ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
学
び
に
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
す
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。「
楽
し
く
（
創
造
）、
つ

な
が
っ
て
（
共
有
）、
便
利
（
効
率
）」
と
い
う
特
徴
を
生
か
し
た
学
び
の
環
境
を
広
げ
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
は
世
界
中
の
知
識
に
迅
速
か
つ
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。
そ
し
て
様
々
な
人
と
協
働
し
な
が

ら
、
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
は
、
教
育
情
報
化
の
過
程
で
は
環
境
整
備
の
面
で
後
進
国
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機

に
デ
ジ
タ
ル
環
境
、
機
器
が
一
気
に
整
備
さ
れ
、「
一
人
一
台
」
体
制
が
前
倒
し
で
実
現
し
、
先
進
国
に
な

っ
た
。
し
か
し
、学
校
で
の
デ
ジ
タ
ル
の
活
用
状
況
は
「
学
ぶ
」
で
は
六
割
、「
つ
な
が
る
」
で
は
四
割
、「
つ

く
る
」
で
は
三
割
。
創
造
力
を
広
げ
る
「
つ
く
る
」
で
の
活
用
は
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。
背
景
に
あ
る
の
は
、

日
本
で
は
創
造
力
に
対
す
る
社
会
的
な
評
価
が
低
い
こ
と
。
創
造
力
と
表
現
力
が
教
育
の
中
で
も
重
視
さ
れ

る
べ
き
だ
と
い
う
意
識
を
社
会
に
醸
成
す
る
こ
と
が
大
事
だ
。
知
識
に
対
す
る
評
価
は
一
つ
の
評
価
軸
に
す

ぎ
な
い
。
評
価
軸
が
多
様
化
す
る
こ
と
と
、
創
造
性
の
優
先
度
を
高
め
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
若
い
世
代
か
ら
希
望
の
芽
が
出
て
い
る
。
社
会
的
課

題
を
特
に
「
お
題
」（
テ
ー
マ
）
に
し
て
い
な
い
の
に
、
自
ら
と
社
会
の
接
点
を
見
つ
け
、
解
決
す
る
ア
イ

デ
ア
を
考
え
、
実
装
す
る
子
ど
も
は
多
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
新
し
い
生
活
に
適
応
し
て
楽
し
む
姿
勢
、
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
挑
戦
す
る
心
が
求
め
ら
れ
た
。
課
題
の
解
決
策
や
新
し
い
社
会
創
造
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
探

っ
て
い
る
姿
は
そ
れ
そ
の
も
の
だ
。

こ
う
し
た
動
き
を
後
押
し
す
る
に
は
、
学
校
の
学
び
を
ど
う
変
え
て
い
く
か
が
鍵
と
な
る
。
今
や
、
人
工

知
能
（
Ａ
Ｉ
）
を
使
う
こ
と
で
、
教
科
を
横
断
す
る
超
個
別
学
習
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ

ェ
ー
ン
で
学
習
履
歴
を
す
べ
て
蓄
積
で
き
る
た
め
、
試
験
を
す
る
必
要
も
な
く
な
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
学
校

や
学
年
と
い
っ
た
教
育
機
関
の
枠
や
画
一
的
な
入
試
制
度
に
依
存
せ
ず
、
学
習
者
を
主
体
と
し
た
柔
軟
な
教

育
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
五
〇
年
間
変
わ
ら
な
か
っ
た
教
育
を
、
コ
ロ
ナ
禍
と
生
成
Ａ

Ｉ
と
い
う
二
大
社
会
実
験
を
経
験
し
た
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
転
換
で
き
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

技
術
は
ツ
ー
ル
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
で
教
育
を
刷
新
し
て
き
た
の
も
、
ま
た
技
術
で
あ
る
。

活
版
印
刷
は
教
科
書
を
生
み
出
し
、
一
斉
授
業
を
確
立
し
た
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
新
し
い
視
聴
覚
教
育
が

生
ま
れ
た
。
新
し
い
社
会
に
適
応
す
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
や
成
功
モ
デ
ル
に
と
ら
わ
れ
ず
、
創
造
的

な
使
い
方
に
重
点
を
置
い
た
教
育
へ
の
転
換
が
不
可
欠
で
あ
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
主
流
に
し
た
第
一
人
者
。
長
年
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
新
し
い
学
び
の
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
む
。
東
京
大
学
工
学
部
卒
業
後
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
メ
デ
ィ
ア
ラ
ボ
客
員
研
究
員
を
経
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｃ
Ａ
Ｎ

Ｖ
Ａ
Ｓ
、
株
式
会
社
デ
ジ
タ
ル
え
ほ
ん
、
一
般
社
団
法
人
超
教
育
協
会
等
を
設
立
、
代
表
に
就
任
。
総
務
省
情
報
通
信
審
議
会
委
員
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
中
央
放
送
番
組
審
議
会
委
員
等
を
歴
任
。
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
理
事
等
を
兼
任
。
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
博
士
。『
子

ど
も
の
創
造
力
ス
イ
ッ
チ
！
』（
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
、
二
〇
一
四
年
）
等
、
著
書
多
数
。

石
戸
奈
々
子
（
い
し
ど
・
な
な
こ
）

石
戸
奈
々
子

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院

メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
研
究
科

教
授

テ
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識 者 が ಡ 者 に ਪ ન す る ̍ ࡭

子
だ
け
で
な
く
、
親
も
デ
ジ
タ
ル
体
験
で
き
る

「
ラ
ボ
」
を
拡
大
し
よ
う

相
川
い
ず
み

教
育
ラ
イ
タ
ー
／
編
集
者

な
た
の
未
来
は
自
分
で
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
未
来
を
良
く
し
よ
う
」
と
い
う
セ
リ
フ
が

映
画
『
バ
ッ
ク
・
ト
ゥ
・
ザ
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
３
』
に
あ
る
。
創
造
的
思
考
力
と
は
自
分

の
未
来
を
つ
く
り
、
自
分
と
世
界
を
良
く
し
て
い
け
る
力
だ
。
具
体
的
に
は
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
解
決
策
を

生
み
出
す
た
め
の
思
考
力
の
こ
と
で
、
そ
の
原
動
力
は
「
楽
し
い
」「
も
っ
と
知
り
た
い
」
と
い
う
好
奇
心

や
探
究
心
で
あ
る
。
こ
の
力
を
育
む
た
め
に
は
、
知
識
面
の
教
科
学
習
と
創
造
的
な
活
動
が
何
度
も
往
復
す

る
学
び
、
言
い
換
え
れ
ば
イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
、
そ
の
両
面
の
実
践
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
際
、

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用
す
れ
ば
、
失
敗
し
て
も
何
度
で
も
挑
戦
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
ま
た
、

リ
ミ
ッ
ク
ス
が
容
易
な
た
め
、「
〇
か
ら
一
」
だ
け
で
な
く
「
一
か
ら
十
」
と
い
う
創
造
性
も
発
揮
し
や
す
い
。

課
題
は
、
小
・
中
・
高
・
大
の
間
で
教
育
デ
ー
タ
が
連
携
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
学
校
単
位
で
学
び
が
切

れ
る
こ
と
だ
。
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用
す
れ
ば
、
生
徒
ご
と
に
学
び
の
成
果
が
蓄
積
さ
れ
長
期
的
な
見
取

り
が
可
能
と
な
る
の
に
、
進
学
の
過
程
で
そ
れ
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
も
っ
た
い
な
い
。
教
育

デ
ー
タ
を
標
準
化
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
継
続
し
て
学
ぶ
こ
と
を
後
押
し
で
き
る
。

加
え
て
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
授
業
に
対
応
で
き
る
教
員
の
不
足
も
大
き
な
課
題
だ
。
取
り
組
み
が
う

ま
く
い
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
取
り
上
げ
ら
れ
が
ち
だ
が
、
実
は
効
果
的
に
活
用
で
き
て
い
な
い
例
も
多
い
。

授
業
力
に
自
信
が
な
い
先
生
は
、
探
究
活
動
の
授
業
で
生
徒
た
ち
に
自
由
に
や
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
決
め

ら
れ
た
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
中
で
進
め
よ
う
と
す
る
。
こ
の
た
め
、
生
徒
た
ち
も
先
生
の
や
り
た
い
こ
と
を
や

ら
さ
れ
て
い
る
、
と
感
じ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
一
方
で
先
進
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
先
生

が
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
割
い
て
研
究
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
な
ど
で
、
負
担
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

教
員
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
も
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
Ｉ
Ｔ
に
詳
し
い
保
護
者

は
子
ど
も
に
ど
ん
ど
ん
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
学
び
の
機
会
を
与
え
る
一
方
で
、
そ
う
で
な
い
保
護
者
は
「
理

解
で
き
な
い
」
と
い
う
理
由
で
放
置
し
て
い
る
た
め
、
子
ど
も
は
消
費
す
る
の
み
の
使
い
方
に
偏
り
が
ち
だ
。

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
に
よ
る
学
習
や
も
の
づ
く
り
が
で
き
る
「
ラ
ボ
」
の
よ
う
な
施
設
が
、
図
書
館
と
同
様
に

誰
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
親
子
で
と
も
に
創
造
的
思
考
力
を
広
げ
て
い
く
き
っ
か
け
と
な
り
、

経
験
を
拡
大
で
き
る
。
東
京
都
の
「
Ｔ
ｉ
Ｂ
Ｆ
Ａ
Ｂ
」
や
埼
玉
県
・
戸
田
東
小
学
校
の
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｌ

ａ
ｂ
」
の
よ
う
な
施
設
を
、
政
府
が
中
心
と
な
っ
て
全
国
に
一
斉
に
広
げ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

パ
ソ
コ
ン
週
刊
誌
「
週
刊
ア
ス
キ
ー
」
編
集
部
を
経
て
、
現
在
は
フ
リ
ー
の
教
育
ラ
イ
タ
ー
・
編
集
者
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
、
探
究
的
な
学
び
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
、
中
学
受
験
等
を
テ
ー
マ
に
全
国
の
教
育
現
場
で
取
材
・
執
筆
を

行
う
。
ま
た
、
渋
谷
区
こ
ど
も
テ
ー
ブ
ル
「
み
ら
い
区
」
を
発
足
し
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
向
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
教
室
を
行

う
ほ
か
、
渋
谷
区
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
員
と
し
て
活
動
。
朝
日
新
聞
Ｅ
ｄ
ｕ
Ａ
『
親
子
で
で
き
る
ラ
イ
フ
ハ
ッ
ク
入
門
』
は
じ
め
、
連
載
・

寄
稿
多
数
。
著
書
に
『“toio”

で
あ
そ
ぶ
！
ま
な
ぶ
！
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
』（
翔
泳
社
、
二
〇
二
〇
年
）
等
。

相
川
い
ず
み
（
あ
い
か
わ
・
い
ず
み
）

井庭崇（編著） 鈴木寛・岩瀬直樹・今井むつみ・市川力〔2019〕

クリエイティブ・ラーニング
創造社会の学びと教育
慶應義塾大学出版会

あ
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を
育
む
ͨ
め
に
、
デ
ジ
タ
ル
ٕ
ज़
を
Ͳ
の
よ
う
に
׆
༻
͢
΂
き
͔
Ố

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が ಡ 者 に ਪ ન す る ̍ ࡭

創
造
的
思
考
力
の
育
成
に
必
要
な
教
師
の
役
割
と
は

中
川
一
史

放
送
大
学
学
園

次
世
代
教
育
研
究
開
発

セ
ン
タ
ー
長

本
の
教
育
は
、
長
ら
く
「
み
ん
な
と
同
じ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
」
を
大
事
に
し
、「
言
わ
れ
た
こ
と

を
言
わ
れ
た
よ
う
に
で
き
る
」「
き
ち
ん
と
正
し
い
答
え
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
を
求
め
て

き
た
。
し
か
し
、
昨
今
は
そ
れ
だ
け
で
は
立
ち
行
か
な
く
な
っ
て
い
る
。
予
測
で
き
な
い
変
化
に
立
ち
向
か

う
子
ど
も
を
育
成
し
て
い
く
に
は
、
問
題
発
見
・
解
決
能
力
や
情
報
活
用
能
力
、
自
己
調
整
力
と
合
わ
せ
、

創
造
的
思
考
力
を
育
て
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

創
造
的
思
考
力
を
育
成
す
る
に
は
教
師
の
役
割
が
大
き
く
影
響
す
る
。
そ
の
役
割
に
は
、子
ど
も
の
思
い
・

考
え
や
振
る
舞
い
を
見
取
る
こ
と
に
加
え
、
励
ま
す
、
褒
め
る
、
寄
り
添
う
こ
と
。
さ
ら
に
、
創
造
性
の
棘

に
刺
さ
る
よ
う
な
問
い
を
発
す
る
こ
と
や
共
有
・
協
働
の
場
を
保
障
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
、
学
校
で
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
学
習
の
基
盤
と
な
る
資

質
・
能
力
を
培
う
こ
と
が
必
要
で
、
教
科
の
体
系
的
な
ね
ら
い
（
縦
糸
）
だ
け
で
な
く
、
教
科
領
域
横
断
的

な
力
（
横
糸
）
を
意
識
す
る
こ
と
も
教
師
の
役
割
で
あ
る
。
そ
の
横
糸
の
一
つ
が
、
創
造
的
思
考
力
で
あ
り
、

特
定
の
教
科
の
学
習
で
は
な
く
、
教
科
・
領
域
横
断
的
に
育
ま
れ
る
も
の
だ
。

加
え
て
、
学
習
課
題
に
関
す
る
環
境
を
充
実
す
る
こ
と
も
重
要
だ
。
創
造
的
思
考
力
に
関
係
す
る
学
習
活

動
を
実
施
す
る
場
合
に
、
関
係
す
る
掲
示
物
を
教
室
に
設
置
す
る
、
関
連
書
籍
を
図
書
室
か
ら
借
り
て
教
室

近
く
の
廊
下
に
展
示
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
目
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
工
夫
（
課
題
に
関
す
る
ワ
ー

ル
ド
を
作
る
）
が
必
要
で
あ
る
。

最
も
重
要
な
役
割
と
し
て
は
、
教
師
が
余
計
な
口
出
し
を
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。
真
面
目
で
熱
心
な
教
師

で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
子
ど
も
に
手
取
り
足
取
り
「
教
え
込
む
」
傾
向
が
あ
る
が
、
結
果
と
し
て
子
ど
も
の

思
考
停
止
を
生
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
教
師
は
む
し
ろ
良
い
意
味
で
「
不
親
切
」
に
な
る
べ
き
で
、
ぐ

っ
と
我
慢
し
子
ど
も
自
ら
が
じ
っ
く
り
考
え
る
場
を
保
障
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

デ
ジ
タ
ル
端
末
は
創
造
的
思
考
力
の
育
成
で
強
力
な
ツ
ー
ル
と
な
る
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
ス
タ
ー
ト
時

の
ス
テ
ッ
プ
一い

ち

「
使
っ
て
み
よ
う
」
か
ら
、
多
く
の
学
校
が
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ら
で
は
の
使
い
方
を
追
究
す
る
」

ス
テ
ッ
プ
二
へ
移
行
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ス
テ
ッ
プ
三「
児
童
生
徒
自
ら
が
適
切
な
活
用
法
を
判
断
」し「
新

た
な
学
び
の
ス
タ
イ
ル
を
模
索
」
す
る
探
究
的
な
学
び
へ
ど
う
転
換
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。
こ
の
段
階

で
ま
さ
に
創
造
的
思
考
力
を
発
揮
さ
せ
る
ツ
ー
ル
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
端
末
が
使
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

専
門
分
野
は
メ
デ
ィ
ア
教
育
、
情
報
教
育
。
情
報
学
博
士
（
関
西
大
学
）。
横
浜
市
立
小
学
校
教
諭
、
金
沢
大
学
教
育
学
部
助
教
授
、
独

立
行
政
法
人
メ
デ
ィ
ア
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
教
授
等
を
経
て
、
二
〇
〇
九
年
よ
り
現
職
。
主
な
研
究
テ
ー
マ
は
、
初
等
中
等
教
育
に
お
け

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
や
メ
デ
ィ
ア
教
育
、
情
報
教
育
な
ど
。
小
中
学
校
の
実
践
研
究
の
指
導
・
助
言
に
も
数
多
く
あ
た
っ
て
い
る
。
中
央
教
育

審
議
会
「
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
の
一
体
的
な
充
実
に
向
け
た
学
校
教
育
の
在
り
方
に
関
す
る
特
別
部
会
」
は
じ
め
、
教
育

に
関
す
る
政
府
委
員
を
多
数
歴
任
。
著
書
に
『
つ
く
っ
て
遊
べ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
』（
学
研
出
版
、
二
〇
二
二
年
）
等
。

中
川
一
史
（
な
か
が
わ
・
ひ
と
し
）

中川一史・赤堀侃司（編著）〔2021〕

GIGAスクール時代の学びを拓く!
PC 1人 1台授業スタートブック

ぎょうせい

日
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識 者 が ಡ 者 に ਪ ન す る ̍ ࡭

教
師
と
保
護
者
の
意
識
改
革
を
促
し
、

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
コ
ン
フ
ィ
デ
ン
ス
を
育
む

佐
和
伸
明

千
葉
県
柏
市
立

大
津
ケ
丘
第
一
小
学
校

校
長

造
性
と
は
何
か
。
芸
術
を
作
る
力
だ
け
で
は
な
く
、「
自
分
の
考
え
を
持
ち
、
そ
れ
を
伝
え
る
力
」

だ
と
捉
え
て
い
る
。
こ
れ
は
誰
も
が
持
つ
能
力
だ
。
こ
れ
ま
で
学
校
現
場
で
は
、
正
解
が
一
つ
の
も

の
に
向
か
う
学
び
で
あ
っ
た
。
今
後
は
正
解
が
一
つ
で
は
な
い
問
い
へ
の
挑
戦
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
は

自
分
な
り
の
答
え
を
導
き
出
し
、
そ
の
過
程
で
創
造
性
へ
の
自
信
（
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
コ
ン
フ
ィ
デ
ン
ス
）

を
高
め
て
い
く
。
こ
う
し
た
学
び
は
、
思
考
の
過
程
で
役
に
立
た
な
い
こ
と
も
調
べ
る
な
ど
無
駄
に
見
え
る

こ
と
を
た
く
さ
ん
経
験
す
る
が
、
取
捨
選
択
し
な
が
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。

デ
ジ
タ
ル
端
末
の
導
入
で
、
自
ら
の
関
心
に
基
づ
い
て
情
報
を
収
集
・
分
析
す
る
こ
と
が
容
易
と
な
り
、

共
同
作
業
も
円
滑
に
な
っ
た
。
端
末
な
ら
授
業
後
も
自
宅
で
学
習
を
継
続
で
き
、
学
び
の
場
は
時
間
や
場
所

を
超
え
て
広
が
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
変
化
を
活
用
し
、「
端
末
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
授
業
に
変
え
る
」
と

考
え
る
自
治
体
や
学
校
が
出
て
き
て
い
る
。
現
場
で
教
師
の
役
割
は
「
教
え
る
」
こ
と
か
ら
、
生
徒
の
学
び

を
励
ま
し
、
支
援
す
る
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
学
べ
る
よ

う
に
な
っ
た
今
、
教
師
が
す
べ
て
を
教
え
る
必
要
は
な
い
。
子
ど
も
に
委
ね
、
子
ど
も
が
自
ら
学
び
、
探
究

創す
る
場
を
提
供
す
る
授
業
デ
ザ
イ
ン
力
が
、
こ
れ
か
ら
の
教
師
に
求
め
ら
れ
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
こ
の

点
で
、
経
験
の
あ
る
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
の
方
が
う
ま
く
授
業
を
こ
な
し
て
い
け
る
と
考
え
て
い
る
。

課
題
は
、
国
の
指
導
が
教
育
現
場
の
実
践
と
つ
な
が
っ
て
い
な
い
こ
と
。
ま
ず
は
、
校
長
・
教
職
員
・
保

護
者
の
意
識
改
革
が
必
要
だ
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
て
い
く
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
単
に
教
科
や
知

識
に
つ
い
て
の
正
解
を
得
る
だ
け
で
な
く
、
得
た
知
識
を
ど
う
活
用
し
て
発
展
さ
せ
て
い
く
の
か
が
よ
り
大

事
で
あ
る
こ
と
を
、
深
く
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
学
校
で
は
、
学
校
経
営
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
教
職
員
と
共
有

し
、
創
造
性
を
育
む
活
動
を
取
り
込
む
た
め
の
学
校
全
体
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
重
要
に
な
る
。

学
校
の
管
理
職
自
身
が
変
化
を
受
け
止
め
る
た
め
に
は
、
求
め
ら
れ
る
教
育
の
姿
に
つ
い
て
保
護
者
や
地
域

と
対
話
を
重
ね
、
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

授
業
で
の
成
功
体
験
を
通
し
て
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
コ
ン
フ
ィ
デ
ン
ス
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
地

域
や
社
会
、
国
を
自
分
た
ち
の
力
で
変
え
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
が
大
き
く
向
上
し
た
。
創
造
性
を
育
む
学

び
は
、
人
生
を
通
し
て
見
れ
ば
知
識
詰
め
込
み
型
の
教
育
よ
り
学
力
面
で
も
有
効
な
学
び
で
あ
る
。
彼
ら
が

将
来
、「
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
」
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

長
年
に
わ
た
り
、
情
報
教
育
に
関
す
る
先
進
的
な
実
践
事
例
に
取
り
組
み
、
学
校
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
第
一
線
で
牽
引
。「
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
基
づ
く
一
人
一
台
端
末
の
円
滑
な
利
活
用
に
関
す
る
調
査
協
力
者
会
議
」、「
情
報
モ
ラ
ル
教
育
推
進
事
業
」
等
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
研
究
や
普
及
に
関
わ
る
委
員
を
歴
任
。
令
和
二
年
度
、
視
聴
覚
教
育
・
情
報
教
育
功
労
者
表
彰
（
文
部
科
学
大
臣
表
彰
）。

全
国
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
教
育
等
の
研
修
会
講
師
を
務
め
、後
進
の
育
成
に
も
注
力
。
著
書
に『
創

造
性
を
育
む
「
一
人
一
台
端
末
」
活
用
授
業
』（
小
学
館
、
二
〇
二
二
年
）
等
。

佐
和
伸
明
（
さ
わ
・
の
ぶ
あ
き
）

デイヴィッド・ケリー、トム・ケリー〔2014〕

クリエイティブ・マインドセット
想像力・好奇心・勇気が目覚める驚異の思考法

千葉敏生（訳）、日経 BP
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データで 見る 子どもの創造性
AI時代に求められる

GIGA スクール構想のイメージ図プログラミング教育における課題　小学校教員の回答（2022）

プログラミング教育がもたらす効果

注）「プログラミングを扱う際の課題として当てはまるものをすべて選択してください。（複数選択可）」に対する回答。回答数 1,036。
出所）みんなのコード（2023）「2022年度プログラミング教育・高校「情報Ⅰ」実態調査報告書」より、NIRA作成。

出所）総務省（2015）「プログラミング⼈材育成の在り⽅に関する調査研究報告書」より、NIRA作成。

出所）文部科学省（2019）「「児童生徒 1⼈ 1台コンピュータ」の実現を見据えた施策パッケージ」より、NIRA作成。

注）「あなた自身について、お答えください」の各設問に「はい」と回答した⼈の割合。
出所）日本財団（2019）「18歳意識調査　第 20回」より、NIRA作成。

若者の国や社会に対する意識（2019）

（％）

（％） （％） （％）

80

60

40

20

0
教
員
の

専
門
性
の

不
足

課
題
は
な
い

自分の国に解決したい
社会問題がある

自分で国や社会を
変えられると思う

将来の夢を
持っている

日本

中国

英国

米国

技
術
進
化
に

対
す
る
研
修

の
難
し
さ

時
間
数
不
足

教
材
・

資
料
の
不
足

指
導
・

授
業
展
開
の

難
し
さ

向上する力 向上の過程

創造力 ・ものを作り出す面白さを実感させることで創造性が伸びる。

課題解決力 ・トライアンドエラーを繰り返しやすく、課題発見力、解決力が身
につく。

表現力 ・プログラムの構想を書いたり、学びあいをすることで、表現力が
向上する。

合理性・論理的思考力 ・俯瞰的に考えたり、順序立てて考えることで、論理的な思考力が
向上する。

意欲 ・デバッグを繰り返すことで、忍耐力が持続し、学習意欲が向上す
る。

コーディング・
プログラミングスキル ・テキスト型言語を用いるなど、プログラミングスキルが向上する。

コンピュータの原理に
関する理解

・不明点を調べることで、情報利活用能力やコンピュータへの理解
が向上する。

60 18 46

96 66 73

91 51 78

94 66 79

●1⼈ 1台コンピュータ
●高速大容量の通信ネットワーク
●効率的・効果的な調達の支援

誰一人取り残すことのない、
個別最適化された学びの実現

ハード

●デジタルコンテンツの活用促進
●ICTを活用した学習活動の提示
●AI ドリルなどの活用実証

ソフト

●各地域の指導者養成研修
●ICT活用教育アドバイザー
●ICT支援員など外部⼈材の活用

指導体制
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